
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

住
宅
用
太
陽
熱

高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
報
奨
金
制
度

広報あんじょう　2006.12.1 �

■
写
真

部
門
大
賞〈
県
教
育
委
員
会
賞
〉　

 
巌  
谷  
忠  
昭 （
今
池
町
）

い
わ 
や 
た
だ 
あ
き

市
長
賞　

野
村 
尚  
美 （
横
山
町
）、

な
お 
み

議
長
賞　

杉
浦 
三  
智  
子 （
堀
内

み 

ち 

こ

町
）、教
育
委
員
会
賞　

松
井 
良 よし

 
正 （
新
田
町
）

ま
さ■

工
芸
・
彫
塑

部
門
大
賞〈
県
文
化
協
会
連
合
会

賞
〉　

平
尾
陶
元（
池
浦
町
）

市
長
賞　

杉
浦 
一  
夫 （
高
浜
市
）、

か
ず 
お

議
長
賞　

杉
浦 
鈴  
代 （
大
東
町
）、

す
ず 
よ

教
育
委
員
会
賞　

山
本 
昌  
子 （
別

ま
さ 
こ

郷
町
）、文
化
協
会
賞　

荒
川 
邦 くに

 
夫 （
岡
崎
市
）

お■
特
別
賞

安
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞（
書
）

伊
吹 
代  
美 （
今
本
町
）

よ 

み

三
河
安
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞

（
写
真
）　

細
井 
哲  
雄 （
大
岡
町
）

て
つ 
お
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■
日
本
画

部
門
大
賞〈
安
美
展
賞
〉　

花
井

 
桜  
伯 （
豊
田
市
）

�
�
��
�

市
長
賞　

杉
浦 　
  
雄 （
南
町
）、議

や
す 
お

長
賞　

水
谷
か
よ
子（
住
吉
町
）、

教
育
委
員
会
賞　

牧
野 
龍 

り
ゅ
う 
仙 （
東
町
）

せ
ん

問
い
合
わ
せ
▼

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
市
民
会
館
内
／�
〈　

〉１
７５

１
５
１
）
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�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�●

対
象　

平
成　

年
４
月
１
日
〜

１８

平
成　

年
３
月　

日
に
市
内
の
自

１９

３１

宅
に
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
、
支
払
い
を
完
了
し
た

人
。
た
だ
し
、
市
税
の
滞
納
が
あ

る
人
を
除
き
ま
す
。

●
そ
の
他
条
件　

設
置
年
月
日
、

対
象
機
器
な
ど
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
環
境
都
市
推
進
課
で
配
布

し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
太
陽
熱
は
家
庭
で
の
給
湯
や
暖

房
に
適
し
て
い
ま
す

　

太
陽
熱
を
使
え
ば
、
晴
れ
た
日

に
は
風
呂
の
湯
温
よ
り
熱
い
お
湯

（
約　
�
）が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

６０
は
家
庭
で
使
う
暖
房
や
給
湯
を
ま

か
な
え
る
温
度
で
す
。
冬
、
追
い

だ
き
が
必
要
な
時
で
も
、
冷
た
い

水
か
ら
温
水
を
作
る
よ
り
燃
料
が

少
な
く
て
す
み
ま
す
。
ま
た
、
吸

収
式
冷
凍
機
な
ど
を
使
え
ば
、
冷

房
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

環
境
都
市
推
進
課

����

平尾陶元作「流れる空翠の時」

第　

回
安
美
展
、
５
部
門　

点
の
出
品
作
か
ら

６３

４８９

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞
に
工
芸（
陶
芸
）の
平
尾
陶
元
さ
ん

■
洋
画

部
門
大
賞〈
県
知
事
賞
〉　

内
藤

 
圭  
介 （
高
浜
市
）

け
い 
す
け

市
長
賞　

村
山 
麻  
智  
絵 （
今
本

ま 

ち 

え

町
）、議
長
賞　
 
渡  
部  
弘  
子 （
知
立

わ
た 
べ 
ひ
ろ 
こ

市
）、教
育
委
員
会
賞　

中
川 
則 のり

 
子 （
刈
谷
市
）、文
化
協
会
賞　

鈴

こ木 
月  
子 （
横
山
町
） 

つ
き 
こ

■
書

部
門
大
賞〈
県
議
会
議
長
賞
〉　

神
谷 
芳  
翆 （
尾
崎
町
）

ほ
う 
す
い

市
長
賞　

築
山 
光  
子 （
安
城
町
）、

み
つ 
こ

議
長
賞　

山
口 
律 

�
� 

舟 （
城
南
町
）、

�
�
�

教
育
委
員
会
賞　

加
藤 
祥 

し
ょ
う 
荘 （
箕

そ
う

輪
町
）、文
化
協
会
賞　
 
大  　
  
水 

お
お 
さ
き 
す
い 
愁 

し
ゅ
う

（
桜
井
町
）

■
作
品
講
評

　

「
こ
の
作
品
は
、
長
年
、

大
皿
を
テ
ー
マ
に
、
卓
抜

な
ろ
く
ろ
技
法
と
作
者
の

内
面
か
ら
湧
き
上
が
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
、 
銅  
釉 （
青

�
�
��
�

銅
マ
ッ
ト
・
織
部
）と
い

う
古
典
的
な
釉（
う
わ
ぐ

す
り
）を
用
い
な
が
ら
新

鮮
な
感
覚
で
と
ら
え
た
作

品
で
あ
る
」

年
末
調
整
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

広報あんじょう　2006.12.1�

●
生
命
保
険
料
控
除
・
損
害
保
険

料
控
除　

生
命
保
険
や
火
災
保
険

な
ど
の
保
険
料
や
掛
け
金
を
支
払

っ
た
場
合
。

※
保
険
会
社
な
ど
か
ら
発
行
さ
れ

た
証
明
書
が
必
要
で
す
。

●
扶
養
控
除　

そ
の
年
に
、
子
の

出
生
や
就
職
・
退
職
な
ど
で
扶
養

の
人
数
に
変
更
が
あ
る
場
合
。

●
配
偶
者
特
別
控
除　

配
偶
者
の

所
得（
給
与
収
入
で　

万
円
未
満

１４１

　

万
円
を
超
え
る
人
）に
応
じ
て

１０３段
階
的
に
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
本
人
の
所
得
が
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
場
合
な
ど
、
配
偶
者
の

所
得
が
基
準
内
で
あ
っ
て
も
控
除

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
住
宅
取
得
・
借
入
金
等
特
別
控

除　

確
定
申
告
を
し
て
控
除
を
受

け
た
翌
年
か
ら
は
、
年
末
調
整
で

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
表
②
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。
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●
社
会
保
険
料
控
除　

生
計
を
共

に
す
る
親
族
な
ど
の
負
担
す
べ
き

保
険
料（
国
民
健
康
保
険
税
・
国

民
年
金
保
険
料
・
介
護
保
険
料
な

ど
）を
支
払
っ
た
場
合
。

※
表
①
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

●
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除

本
人
が
共
済
契
約
な
ど
に
基
づ
く

掛
け
金
を
支
払
っ
た
場
合
。

※
支
払
っ
た
掛
け
金
の
額
を
証
す

る
書
類
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
刈
谷
税
務
署

（�
〈　

〉６
２
１
１
）

２１
ま
た
は
市
税
課

Ｍ
Ａ
パ
ー
ク
の
駐
車
場
シ
ス
テ
ム
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
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■
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
い
、
今

ま
で
の
回
数
券
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
な
ど
は
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
随
時
、
新
し
い
も
の

と
交
換
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
駐

車
場
管
理
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
駐
車
料
金

　

１
時
間　
　

円
１５０

　

１
日　
　
　

円
９００

　
　
　
　
　
（
入
庫
か
ら　

時
間
）

２４

　

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
に
つ
い
て

は
、
料
金
の
見
直
し
も
行
い
、
さ

ら
に
ご
利
用
い
た
だ
き
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

※
Ｍ
Ａ
パ
ー
ク
は
、
安
城
市
、
Ｊ

Ａ
あ
い
ち
中
央
な
ど
の
出
資
に
よ

る
第
３
セ
ク
タ
ー
で
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
Ｍ
Ａ
パ
ー
ク

駐
車
場
管
理
事
務
所

（�
〈　

〉３
３
３
６
）

７７

����

発行場所証明書の種類

国保年金課
国民健康保険税の支払証
明書

① 高齢福祉課
６５歳以上の人の介護保険
料の支払証明書（年金から
の天引き分を除く）

刈谷社会保険事務所
（�〈２１〉２１１１）

国民年金保険料の支払証
明書

税務署から送付
年末調整のための住宅取
得・借入金等特別控除証
明書

②

借り入れ先の金融機
関等

住宅取得に係る借入金の
年末残高等証明書



第
３
次
安
城
市
行
政
改
革
大
綱
の

実
績
を
公
表
し
ま
す

市
民
企
画
講
座
の
企
画
・
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　申し込み　両講座とも１２月１０日�午前９時から参加費を
　添えて生涯学習課（文化センター内／�〈７６〉１５１５）へ

市民企画講座②きっとある、自分にできそうなこと　　
　　　　　　　　「ボランティア活動入門講座」

　市民企画講座①「わがまち　安城の防災」を学ぼう
～体感・実感防災学校 in あんじょう～　
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■
開
か
れ
た
市
政
の
推
進（　

項
目
）

３０

●
市
民
と
の
協
働　

①
審
議
会
、

協
議
会
な
ど
の
委
員
の
公
募
を
推

進　

②
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制

度
の
制
定　

③
市
民
活
動
の
支
援

拠
点（
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
）の
設

置
な
ど

●
行
政
の
透
明
性
の
確
保　

①
情

報
公
開
条
例
・
個
人
情
報
保
護
条

例
の
制
定　

②
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
の
設
置
な
ど

■
行
財
政
運
営
の
効
率
化（　

項
目
）

５１

●
事
務
事
業
の
見
直
し　

①
市
政

功
労
者
条
例
改
廃
な
ど
事
務
事
業

の
簡
素
・
合
理
化　

②
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９

０
０
１（
行
政
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）の
導
入
な
ど

●
行
政
の
情
報
化
な
ど
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上　

①
各
種
申

請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

の
実
施　

②
電
子
申
請
・
届
け
出

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
な
ど

●
健
全
な
財
政
運
営　

①
夜
間
納

税
窓
口
の
開
設　

②
補
助
金
そ
の

他
、
経
費
の
節
減
合
理
化
な
ど

●
公
共
施
設
の
適
正
管
理　

中
央

図
書
館
ほ
か
施
設
の
利
用
時
間
の

延
長
な
ど

■
活
力
あ
る
行
政
機
構（　

項
目
）

１７

●
時
代
に
即
応
し
た
組
織
編
制　

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

に
よ
る
組
織
の
見
直
し
な
ど
組
織

の
再
編
・
簡
素
化
と
機
能
強
化
な

ど●
定
員
・
給
与
な
ど
の
適
正
管
理

①
業
務
繁
忙
期
の
他
課
職
員
の
活

用
や
時
差
出
勤
の
導
入　

②
特
殊

勤
務
手
当
て
の
見
直
し
な
ど

●
人
材
の
育
成
・
活
用　

他
の
行

政
機
関（
国
や
県
）と
の
人
事
交
流

に
よ
る
人
材
育
成
な
ど

■
取
り
組
み
に
よ
る
削
減
金
額

問
い
合
わ
せ
▼
企
画
政
策
課
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●
講
座
内
容　

①
団
塊
世
代
の
地

域
参
加
、
国
際
理
解
、
地
域
住
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
希
薄
化
、
子
育

て
、
環
境
問
題
な
ど
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
課
題
を
テ

ー
マ
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
が
望

ま
れ
ま
す　

②
市
内
で
来
年
４
月

〜
翌
年
３
月
に
開
催
し
、
３
回
以

上
の
講
義
ま
た
は
実
習
形
式
で
実

施
す
る
も
の（
講
演
会
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
参
加
者
が
多
数
で
１
、
２

回
限
り
の
も
の
は
不
可
）　

③
特

定
の
宗
教
や
政
治
思
想
の
普
及
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の

●
参
加
対
象
団
体　

原
則
と
し
て

５
人
以
上
の
安
城
市
民
で
構
成
さ

れ
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ

●
募
集
講
座
数（
予
定
）　

８
講
座

程
度

●
市
の
支
援
内
容　

①
講
師
謝
礼

（
市
の
基
準
あ
り
）、会
場
使
用
料

な
ど
の
経
費
負
担　

②
広
報
紙
な

ど
に
よ
る
広
報
活
動　

③
講
座
の

企
画
、
運
営
に
関
す
る
助
言

●
そ
の
他　

①
ほ
か
の
助
成
金
・

補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
も
の
に

限
り
ま
す　

②
申
請
後
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
採
択
講
座
を
決
定

し
ま
す　

③
市
か
ら
の
要
望
や
条

件
を
添
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す　

④
講
座
終
了
後
に
は
、
結
果
報
告

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す　

●
申
し
込
み

来
年
１
月　

日�
ま
で
に
、
所
定

２１

の
「
企
画
書
」「
計
画
書
」
に
記
入

し
て
生
涯
学
習
課
へ

※
書
類
は
、
同
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

生
涯
学
習
課（
文
化
セ
ン
タ

ー
内
／�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

削減額
（単位：千円）年度

３５５，９６４１２

７３，８３３１３

２２３，５４４１４

２８１，４４４１５

３０６，９７３１６

２６５，５３５１７

１，５０７，２９３総額

　今、なぜ「防災」の意識が必要なのか。防災に関す
る基礎知識を学び、災害に強い市民を目指しましょう。
　※企画・運営団体「あいち防災リーダー会・安城」。
●とき　来年１月２７日�、２月１１日�・２５日�、３月
１８日�午後１時３０分～４時　●ところ　市民活動セン
ター（わくわくセンター）　※２月２５日は名古屋市港防
災センター　●定員　４０人（先着順）　●参加費　４００
円　●持ち物　筆記用具

　ボランティアと一口で言っても内容はさまざま。自
分に見合った活動のきっかけを見つけてみませんか？
　※企画・運営団体「安城市ボランティア連絡協議会」。
●とき　来年１月２７日、２月３日・１０日・１７日・２４日、
３月３日・１０日・１７日いずれも土曜日午後１時３０分～
３時３０分　●ところ　市社会福祉会館　●定員　２５人
（先着順）　●参加費　８００円　●持ち物　筆記用具

広報あんじょう　2006.12.1 �

いずれの講座も３か月間全６回コース。講座日以外でも入園できるデンパーク入園パスポート（来年４月末まで有
効）付きです。申し込みは１２月１日�午前９時３０分から電話でクラブハウスへ。定員は各講座３０人です。（先着順）

広報あんじょう　2006.12.1�

問い合わせ ▼デンパーククラブハウス（�〈９２〉７１１２）

デンパーククラブハウスの教室・講座　

 � 同クラブハウス（�〈９２〉７１１２）　 別途入園料が必要�問

定員／申し込み参加費とき教　室　名　／　講　師　

１００人（当日先着順）  ６００円～１２月２日�・３日�午前１０時トールペイント／ 庄 
しょう

 司 
じ

 亮 
りょう

 子 氏
こ

素焼きの鉢や人形にペイントします。

５０人（当日先着順） １５００円１２月９日�・１０日�午後１時クリスマスリース作り／内藤 満  里  子 氏
ま り こ

ハイセンスなクリスマスリースを作ります。

各４８人（先着順）／当日午前９
時３０分から（電話申し込み不可）  ５００円１２月９日�・１０日�①午後１

時、②午後２時３０分

デンパークパン
動物型あんパンとデンマークのパン「デニッシュ」を作
ります。

１００人（当日先着順）  ５００円～１２月１７日�午後１時～４時押し花／長谷川はる子氏
押し花でクリスマスカードやキャンドルを作ります。

各４８人（先着順）／当日午前９
時３０分から（電話申し込み不可）  ５００円１２月１６日�・１７日�①午後１

時３０分、②午後３時
クリスマスクッキー
毎年大好評のクリスマスクッキー作りです。

２４組４８人（先着順）／１２月６日
�午前９時３０分から電話で

１組
 ２０００円

１２月２２日�・２５日�午前１０時
～正午

年越し・そば打ち体験
ふたりで力を合わせてそばをこねて食べます。（天ぷら付き）

２５人（先着順）／１２月１５日�午
前９時３０分から電話で ２０００円来年１月１２日�（撮影実習）・

２６日�（講評）午前１０時
フォトマスターエキスパートによる写真講座※／鶴田 郁  夫 氏

いく お

テーマ「あなたの新年と組み写真」

３２人（先着順）／１２月１６日�午
前９時３０分から電話で ３０００円来年１月２０日�午前１０時寄せ植え／石川 浩  恵 氏

ひろ え

「アイアンバスケット」に早春の香りを寄せ植えします。

※参加費には講評時のドリンク代が含まれています（写真現像代は含まれていません）。レンズ付きフィルム・コンパクトカメラ・
一眼レフ・デジタルカメラのいずれかを持参してください。

別途入園料が必要です。

デンパーククラブハウスの定例花の講座

参加費／材料費とき講　座　名　／　講　師　

５０００円／８０００円来年１月１１日・２５日、２月１日・１５日、
３月１日・１５日木曜日午前１０時

押し花／長谷川はる子氏
押し花で、しおり・年賀はがき・クリスマス額などを作ります。

５０００円／１万２０００円来年１月８日・２２日、２月１２日・２６日、
３月１２日・２６日月曜日午前１０時

花のあるくらし　香りのあるくらし＆アロマテラピー／内藤 満  里  子 氏
ま り こ

ハーブ（香草）の知識・アロマテラピーを学び暮らしをリフレッシュ。

５０００円／①６０００円、
②６０００円、③７０００円

来年１月１０日・２４日、２月７日・
２１日、３月７日・２１日水曜日午前
１０時

アートフラワー／青木 元  子 氏　　※定員は各１０人。
もと こ

布を素材に四季折々の花を染色とコテの技法で創作します。
①はじめてのアートフラワー　②はじめての手作り盆栽　③アートフ
ラワーコースの３コースから選択。

５０００円／４０００円来年１月１１日・２５日、２月８日・２２日、
３月８日・２２日木曜日午前１０時

ちぎり絵／鶴田 裕  子 氏
ひろ こ

和紙を指先でちぎり、色紙などにのりではって作る絵画です。

５０００円／１万２０００円
来年１月１１日・２５日、２月８日・
２２日、３月８日・２２日木曜日午後
１時３０分

フラワーアレンジメント／山口 秋  子 氏　
あき こ

新しい花の挿し方を学び、あなたのセンスをさらに磨きましょう。

※講座日を変更する場合があります。　 ※参加費と材料費は６回分です。なお、材料費は多少変更する場合があります。
※クラブハウスロビーに案内コーナーがあります。
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応
募
方
法　

青
少
年
の
家
、

各
公
民
館
で
配
布
し
て
い
る
応

募
用
紙
に
町
名
･
氏
名（
匿
名

可
）・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
、

青
少
年
の
家
へ
郵
送
ま
た
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
E
メ
ー
ル
も

可（
様
式
不
問
。
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
社
製
ワ
ー
ド
文
書
で
お
願

い
し
ま
す
。
Ｅ
メ
ー
ルs

e
is
h

o
u
n
e
n
＠
c
ity.a

n
jo
.a
ic
h
i.j

p

）
●
締
め
切
り　
　

月　

日�

１２

２２

●
そ
の
他　

応
募
さ
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
原
則
と
し
て
、
成

人
式
の
会
場
に
掲
示
し
ま
す
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
お
返
し
で

き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
の
家

（�
〈　

〉３
４
３
２
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